
出資法人経営状況説明書 

 

１ 法人の概要（令和５年６月 23 日現在） 

（１）基本情報 

法人の名称 株式会社 ひろしま港湾管理センター 所 管 課 土木建築局港湾振興課 

所 在 地 広島市南区宇品海岸一丁目１３番１３号 設立登記 平成２年４月２日 

 

基本財産等の額 １，０００，０００千円 うち県出資額 ５１０，０００千円 県出資比率 ５１．０％ 

県以外の出資者 

広島市（90,000 千円，9.0％），ヤマハ発動機株式会社（52,000 千円，5.2％） 

株式会社広島銀行（30,000 千円，3.0％），マツダ株式会社（30,000 千円，3.0％） 

株式会社もみじ銀行（23,000 千円，2.3％），株式会社中国新聞社（20,000 千円，2.0％） など 15 団体 

 

設 立 目 的  広島県管理港湾施設の管理・運営を行う。 

業 務 概 要 

１ 港湾施設，漁港施設，公共海岸及びこれらに準ずる又は付帯する公共施設等の維持管理及び運営 

２ 港湾施設，漁港施設及びこれらに準ずる又は付帯する施設等の整備，保有，賃貸，維持管理及び運営 

３ 国際拠点港湾広島港における埠頭群の運営 

４ 港湾施設の利用促進に寄与する集荷促進に関する業務 外 

 

（２）役・職員の状況 

区 分 役職員数 
   

備 考 
県職員 元県職員 その他 

常 勤 役 員 数 ５人 ０人 ２人 ３人  

非常勤役員数 ９人 １人 ０人 ８人 

常 勤 職 員 数 ３１人 ２人 ４人 ２５人 

 

役 職 氏  名 県職員である者 備考 

 

役 職 氏  名 県職員である者 備考 

代表取締役
社   長 

甲 田 良 憲  常勤 取 締 役 濵 田 健 介   

常務取締役 山 中 裕 之  常勤 取 締 役 仁 田 一 郎   

常務取締役 縄 谷 一 久  常勤 常勤監査役 岡 崎 勝 己  常勤 

常務取締役 福 島 吉 浩  常勤 監 査 役 宮 﨑 誠 克   

取 締 役 内 藤  孝 
土木建築局 

空港港湾担当部長 
 監 査 役 広 中 正 紀   

取 締 役 藤岡 啓太郎   監 査 役 吉 岡 敬 司   

取 締 役 伊 藤 敬 一       

取 締 役 牧 野 尚 文       

 
組織の概要 

 
備 考 

 

（常勤監査役）

（ｺﾝﾃﾅｶﾝﾊﾟﾆ―） （ﾎﾟｰﾄｶﾝﾊﾟﾆ―） （ﾏﾘｰﾅｶﾝﾊﾟﾆ―）

五日市FA（１名）

ﾎﾟｰﾄｶﾝﾊﾟﾆ―付担当部長

代表取締役社長

港営ﾁｰﾑ（４名） 福山営業所・松永詰所（５名）

常務取締役 常務取締役

副支配人兼担当部長

企画・営業ﾁｰﾑ（６名）

常務取締役

担当（１名）

総務ﾁｰﾑ（４名） 管理ﾁｰﾑ（６名）



２ 令和５年度事業計画 

（１） 事業計画（支出『売上原価』＋『販管費』＋『営業外費用』＋『特別損失』）   （単位：千円）                     

            

事 業 名 
事 業 内 容 令和５年度 令和４年度 増 減 

1 一般港湾施設 

管理事業  

広島県から指定を受けて行う指定管理事業 

[対象施設]広島港，福山港，尾道糸崎港のうち 

一般港湾施設 

[内容]①施設等の利用に関する業務 

    ②施設等の維持及び修繕に関する業務 

    ③施設等の使用料の徴収に関する業務 

557,357 592,402 ▲35,045 

2 国有港湾施設等 

管理事業 

広島県からの受託事業 

[対象施設]広島港，福山港，尾道糸崎港のうち 

国有港湾施設 

[内容]①施設等の利用に関する業務 

    ②施設等の維持及び修繕に関する業務 

    ③施設等の使用料の徴収に関する業務 

    ④施設等のヒアリ対策に関する業務 

62,150 31,113 31,037 

3 国際埠頭施設 

保安対策事業 

広島県からの受託事業 

[対象施設]広島港，福山港，尾道糸崎港のうち 

国際埠頭施設 

[内容]①ゲート管理業務 

    ②巡回業務 

    ③モニター監視・緊急時対応業務 

203,114 212,622 ▲9,508 

4 広島観音マリーナ 

管理運営事業 

広島県から指定を受けて行う指定管理事業 

[対象施設]広島観音マリーナ 

[内容]①施設等の利用に関する業務 

    ②施設等の維持及び修繕に関する業務 

    ③施設等の使用料の徴収及び収納に関する業務 

486,700 209,358 277,342 

5 広島地域マリーナ 

施設管理事業 

広島県から指定を受けて行う指定管理事業 

[対象施設]広島地域マリーナ施設 

（五日市 FA，廿日市 BP，五日市 PBS，坂 PBS） 

[内容]①施設等の利用に関する業務 

    ②施設等の維持及び修繕に関する業務 

    ③施設等の使用料の徴収及び収納に関する業務 

188,980 181,255 7,725 

6 広島港国際コンテ 

ナターミナル 

荷役機械等 

共同化事業 

自主事業 

[対象施設]広島港国際コンテナターミナル 

[内容]①荷役機械（トランスファークレーン）の賃貸 

    ②コンテナターミナル管理システムの導入 

115,635 110,120 5,515 

7 広島港出島地区 

上屋（ＣＦＳ） 

運営事業 

自主事業 

[対象施設]広島港出島地区 

[内容]上屋（ＣＦＳ）の運営 

135,746 125,779 9,967 

8 広島港港湾運営会

社事業 

広島県から港湾運営会社の指定を受けて行う事業 

[対象施設]広島港国際コンテナターミナル 

海田コンテナターミナル 

［内容］①コンテナ貨物の集貨促進に関する業務 

②コンテナターミナルの運営 

503,440 471,670 31,770 

9 その他業務 

［対象施設]広島港国際コンテナターミナル他 

［内容］①広島港国際フェリーターミナル及びコンテナ 

ターミナルの自動販売機の運営 

897 50 847 

合 計 2,254,019 1,934,369 319,650 

 



【特記事項等】 

 

■ 指定管理事業の状況 

区  分 現  在 

1 一般港湾施設 期間：令和元～5 年度（5 年間） 

候補者の選定：非公募 

2 広島観音マリーナ 期間：平成 28～令和 7 年度（10 年間） 

候補者の選定：非公募 

3 広島地域マリーナ施設 期間：平成 28～令和 7 年度（10 年間） 

候補者の選定：公募 

平成 29 年 4 月から広島港国際コンテナターミナル（荷捌き地を除く）及び海田コンテナターミナルの管理業務が，指定

管理事業から広島港港湾運営会社事業に移行した。 

 

■ 自主事業の経過 

平成 29 年 4 月からその他業務のうち，広島港国際コンテナターミナルの荷捌き地の管理業務が広島港港湾運営会社

事業に移行した。  

 

 

（２）予想損益計算書                                 （単位：千円） 

区  分 令和５年度 令和４年度 増 減 主な増減理由 

 

売上高                      ① 2,262,195 1,956,542 305,653 売上：県受託Ｂﾊﾞｰｽ工事 

原価：Ｂﾊﾞｰｽ工事に伴う増 

   ：ＣＴ大規模修繕に伴う増 

売上原価                    ② 2,012,066 1,690,071 321,995 

販売費・一般管理費           ③ 228,237 228,834 ▲597 

営業利益（損失） ④=①-②-③ 21,892 37,637 ▲15,745  

 
営業外収益  19,417 8,501 10,916 観光連盟補助金 10,000 千円 

営業外費用  13,706 15,464 ▲1,758  

経常利益（損失）         ⑦=④+⑤-⑥ 27,603 30,674 ▲3,071  

 
特別利益                ⑧ 0 0 0  

特別損失                ⑨ 0 0 0  

税金等調整前当期純利益 ⑩=⑦+⑧-⑨ 27,603 30,674 ▲3,071  

 
法人税等                ⑪ 11,041 12,269 ▲1,228  

法人税等調整額           ⑫ 0 0 0  

当期純利益（損失）     ⑬=⑩-⑪-⑫ 16,562 18,405 ▲1,843  

 



３ 令和４年度事業報告 

（１） 事業報告（支出『売上原価』＋『販管費』＋『営業外費用』＋『特別損失』） （単位：千円）                         

                                   

事 業 名 
事 業 内 容 令和４年度 令和３年度 増 減 

1 一般港湾施設 

管理事業 

広島県から指定管理者として指定を受けている一般

港湾施設の管理を行った。 
557,508 586,178 ▲28,670 

2 国有港湾施設等 

管理事業 

広島県から委託を受けて，国有港湾施設の管理やヒ

アリ対策等を行った。 
64,755 35,825 28,930 

3 国際埠頭施設 

保安対策事業 

広島県から委託を受けて，国際ふ頭保安対策を行っ

た。 
214,704 195,017 19,687 

4 広島観音マリーナ 

管理運営事業 

広島県から指定管理者として指定を受けている広島

観音マリーナの管理運営を行った。 
342,628 211,288 131,340 

5 広島地域マリーナ 

施設管理事業 

広島県から指定管理者として指定を受けている五日

市漁港ﾌｨｯｼｬﾘｰﾅ及びＰＢＳ施設等の管理を行った。 
194,163 172,966 21,197 

6 広島港国際コンテナタ

ーミナル荷役機械等

共同化事業 

自主事業として広島港国際コンテナターミナルにおい

て荷役機械（ﾄﾗﾝｽﾌｧｰｸﾚｰﾝ）の賃貸及びコンテナターミ

ナル管理システムの運用を行った。 

115,829 108,211 7,618 

7 広島港出島地区上屋

（CFS）運営事業 

自主事業として広島港出島地区において上屋（ＣＦ

Ｓ）の賃貸を行った。 
135,974 130,775 5,199 

8 広島港港湾運営会社

事業 

広島県から港湾運営会社として指定を受けている広

島港のコンテナターミナルの管理運営を行った。 
490,814 467,207 23,607 

9 その他業務 

広島港国際フェリーターミナル及びコンテナターミナ

ルの自動販売機の運営を行った。また，ﾍﾞｲｻｲﾄﾞﾋﾞｰﾁ坂

で桟敷席を設置した。下請法に係る遅延利息（営業外

費用）の支払を行った。 

2,626 49 2,577 

合計 2,119,001 1,907,516 211,485 

 

【特記事項等】 

■指定管理事業の状況 

区  分 利 用 状 況 備  考 

1 広島観音マリーナ 海上保管 58 艇，陸上保管 97 艇 

（ディンギーを除く） 

非公募 

2 広島地域マリーナ施設 海上保管 688 艇，陸上保管 123 艇 公 募 
 

（２）損益計算書                                   （単位：千円） 

区  分 令和４年度 令和３年度 増 減 主な増減理由 

 

売上高                      ① 2,134,513 1,928,808 205,704 コンテナ取扱量増加等に伴う収入増

加。Ｂバース工事等に伴う費用の増

加。 

売上原価                    ② 1,875,144 1,670,858 204,286 

販売費・一般管理費           ③ 225,600 218,949 6,651 

営業利益（損失） ④=①-②-③ 33,767 39,000 ▲5,232  

 
営業外収益 ⑤ 8,732 16,086 ▲7,354  

営業外費用 ⑥ 18,256 17,709 548  

経常利益（損失）         ⑦=④+⑤-⑥ 24,243 37,377 ▲13,134  

 
特別利益                ⑧ 57 0 57  

特別損失                ⑨ 255 0 255  

税金等調整前当期純利益 ⑩=⑦+⑧-⑨ 24,045 37,377 ▲13,332  

 
法人税等                ⑪ 11,301 14,688 ▲3,387  

法人税等調整額           ⑫ ▲2,518 ▲2,330 188  

当期純利益（損失）     ⑬=⑩-⑪-⑫ 15,261 25,020 ▲9,759  



 

（３）貸借対照表                                    （単位：千円） 

区  分 令和４年度末 令和３年度末 増 減 主な増減理由 

資 

産 

流動資産 1,664,511 1,512,089 152,422 契約資産の増加（B ﾊﾞｰｽ） 

固定資産 1,196,418 1,271,021 ▲74,603 リース資産，建物等の減 

繰延資産 0 0 0  

     資 産 合計 2,860,930 2,783,110 77,820  

負 

債 

流動負債 786,921 641,261 ▲145,660 未払金の増 

固定負債 659,704 742,806 ▲83,102 借入金，リース債務等の減 

     計 1,446,625 1,384,067 62,558  

純 

資 

産 

資本金 1,000,000 1,000,000 0  

剰余金（累積欠損金）等 414,304 399,043 25,020 利益計上による増 

評価・換算差額等 0 0 0  

      計 1,414,304 1,399,043 15,261  

    負債・純資産合計 2,860,930 2,783,110 77,820  

（４）株主資本等変動計算書                              （単位：千円） 

区  分 令和４年度末 令和３年度末 増 減 主な増減理由 

資本金         ① 1,000,000 1,000,000 0  

資本剰余金       ② 0 0 0  

利益剰余金 

利益準備金     0 0 0  

圧縮積立金     0 0 0  

繰越利益剰余金   414,304 399,043 15,261 利益計上による増 

   計 ③ 1,414,304 399,043 15,261  

株主資本合計   ④=①+②+③ 1,414,304 1,399,043 15,261  

評価・換価差額等    ⑤ 0 0 0  

純資産合計      ⑥=④+⑤ 1,414,304 1,399,043 15,261  

 

（５）県からの財政的支援                                   （単位：千円） 

区 分 令和４年度 令和３年度 増 減 主な増減理由 

補助金等 0 0 0  

委託料 989,412 924,065 65,347  

貸付金 0 0 0 

その他（追加出資等） 0 0 0 

合 計 989,412 924,065 65,347  

借入金残高（期末残高） 0 0 0  

債務保証額（期末残高） 0 0 0  

損失補償契約に係る債務残高 0 0 0  

【県の財政的支援の目的・内容等】 

委託料…一般港湾施設管理，国有港湾施設管理（含む広島港等ヒアリ対策），国際埠頭施設保安対策， 

五日市・廿日市地区総括航行安全管理，クルージングコンシェルジュ(プレジャーボート等のビジター来訪者向け)，県受託

B ﾊﾞｰｽ工事 

 

（６）経営健全化計画の推進状況など特記事項 

業務の効率化と厳格化の両立を実現するため，港湾管理に使用するシステムの老朽化対策として，令和４年５月にポートカ

ンパニーのシステム開発を刷新した。また，契約事務の効率化及び事務の統一化を図るため，工事等契約管理システムの開

発に着手し，令和５年度中に本格稼働を予定している。 

 



（単位：千円）

科　　目 令和４年度決算 A 令和３年度決算 B 増　減 A-B 備考

1　売上高 2,134,513 1,928,808 205,705

2　売上原価 1,875,144 1,670,858 204,286

　　　売上総利益 259,368 257,949 1,419

3　販売費及び一般管理費

　　人件費 116,330 115,494 836

　　事務費 34,702 34,256 446

　　業務委託費 18,889 17,891 998

　　広告宣伝費 2,957 9,605 ▲ 6,648

　　施設管理費 190 190 0

　　減価償却費 27,926 16,171 11,755

　　租税公課 24,606 25,342 ▲ 736

　　　販売費及び一般管理費計 225,600 218,949 6,651

　　　営業利益 33,767 39,000 ▲ 5,233

4　営業外収益

　　受取利息及び配当金 631 639 ▲ 8

　　その他の営業外収益 8,101 15,447 ▲ 7,346

　　　営業外収益計 8,732 16,086 ▲ 7,354

5　営業外費用

　　支払利息 14,957 14,114 843 　

　　支払手数料 50 50 0

    雑損失 3,249 3,544 ▲ 295

　　　営業外費用計 18,256 17,709 547

　　　経常利益 24,243 37,377 ▲ 13,134

6　特別利益 ▲ 198 0 ▲ 198

　税引前当期純利益 24,045 37,377 ▲ 13,332

　法人税，住民税及び事業税 11,301 14,688 ▲ 3,387

　法人税等調整額 ▲ 2,518 ▲ 2,330 ▲ 188

　当期純利益 15,261 25,020 ▲ 9,759

※端数調整により合計が一致しない場合がある。

４　損益計算書の内訳



５　貸借対照表の内訳 （単位：千円）

科　　目 令和４年度決算 A 令和３年度決算 B 増　減 A-B 備考

Ⅰ　資産の部

　１  流動資産

　　　　　現金預金 1,134,907 1,348,096 ▲ 213,189

　　　　　売掛金 100,671 121,222 ▲ 20,551

　　　　　有価証券 0 0 0

　　　　　貯蔵品 30,763 24,278 6,485

　　　　　前払費用 9,490 7,752 1,738

          未収入金 8,041 9,237 ▲ 1,196

　　　　　契約資産 148,265 0 148,265
　　　　　未収消費税 17,069 0 17,069

　　　　　前払金 214,200 0 214,200

　　　　　その他 1,101 1,504 ▲ 403

　　　　流動資産合計 1,664,511 1,512,089 152,422

　２  固定資産

　（１）有形固定資産

　　　　　建物 528,200 554,562 ▲ 26,362

　　　　　建物付属設備 52,667 58,258 ▲ 5,591

　　　　　構築物 57,000 34,082 22,918

　　　　　機械及び装置 2,224 1,448 776

　　　　　車両運搬具 2,470 3,459 ▲ 989

　　　　　工具器具備品 40,723 30,248 10,475

　　　　　船舶 5,786 7,260 ▲ 1,474

　　　　　リース資産 301,319 363,544 ▲ 62,225

　　　　　建設仮勘定 0 0 0

　　　　有形固定資産合計 990,392 1,052,865 ▲ 62,473

　（２）無形固定資産

　　　　　電話加入権 1,555 1,555 0

　　　　　ソフトウェア 56,807 32,068 24,739

　　　　　ソフトウェア仮勘定 0 35,200 ▲ 35,200

　　　　無形固定資産合計 58,362 68,823 ▲ 10,461

　（３）投資その他の資産

　　　　　出資金 20 20 0

　　　　　投資有価証券・保証金 117,057 117,102 ▲ 45

　　　　　長期前払費用 26,662 30,506 ▲ 3,844

          繰延税金資産 3,905 0 3,905

　　　　　その他 19 1,703 ▲ 1,684

　　　　投資その他の資産合計 147,664 149,331 ▲ 1,667

　　　　固定資産合計 1,196,418 1,271,021 ▲ 74,603
　　　　資産合計 2,860,930 2,783,110 77,820

Ⅱ　負債の部

　１  流動負債

　　　　　１年以内返済予定長期借入金 38,000 38,000 0

　　　　　リース債務 65,177 60,207 4,970

　　　　　未払金 535,585 377,675 157,910

　　　　　未払費用 897 219 678

　　　　　未払法人税等 7,565 7,869 ▲ 304

　　　　　未払消費税 0 16,974 ▲ 16,974

　　　　　預り金等 2,270 1,540 730

　　　　　前受収益 130,277 132,747 ▲ 2,470

　　　　　賞与引当金 6,809 5,930 879

　　　　　その他 341 97 244

　　　　流動負債合計 786,921 641,261 145,660

　２  固定負債

　　　　　長期借入金 152,000 190,000 ▲ 38,000

　　　　　リース債務 274,110 317,973 ▲ 43,863

　　　　　預り敷金 6,522 5,601 921

　　　　　預り保証金 102,535 110,555 ▲ 8,020

　　　　　退職給与引当金 45,791 41,179 4,612

　　　　　資産除去債務 78,744 77,496 1,248

　　　　　繰延税金負債 0 0 0

　　　　固定負債合計 659,704 742,806 ▲ 83,102
　　　　負債合計 1,446,625 1,384,067 62,558

Ⅲ　純資産の部

　１  株主資本

　　　　　資本金 1,000,000 1,000,000 0

　　　　株主資本合計 1,000,000 1,000,000 0

　２  利益剰余金

　　　　　その他の利益剰余金 414,304 399,043 15,261

　　　　利益剰余金合計 414,304 399,043 15,261
　　　　純資産合計 1,414,304 1,399,043 15,261

　　　　負債及び純資産合計 2,860,930 2,783,110 77,820

※端数調整により合計が一致しない場合がある。


